
第 1 章  平面上のベクトル  (23) 

研究  円のベクトル方程式  

点 A(�⃗�)を中心、半径ｒの円を考える。 

この円上の任意の点を P（�⃗�）とおくと、    ． 

|AP⃗⃗⃗⃗⃗⃗ |＝r 

が成り立つ。従って、 

|𝑝 − �⃗�|＝r  ・・・①  

①を点 A(�⃗�)を中心とし半径ｒの円のベクトル方程式という。 

このとき、|AP⃗⃗⃗⃗⃗⃗ |2＝AP⃗⃗⃗⃗⃗⃗ ∙ AP⃗⃗⃗⃗⃗⃗ = (�⃗� − �⃗�) ∙ (�⃗� − �⃗�) = 𝑟2 

 

 

 

まとめると、次のようになる。 

点 A(�⃗�)を中心とし半径ｒの円のベクトル方程式は、 

I.  |�⃗� − �⃗�|＝r   

II. (�⃗� − �⃗�) ∙ (�⃗� − �⃗�) = 𝑟2 

 

 

＜例 47＞ 次のベクトル方程式において、点 P（�⃗�）の全体は円を表す。円の中心の位置

ベクトルと半径を求めよ。 

（1） |�⃗�－�⃗�|＝2 

中心 �⃗� 

半径 2 

（2） |�⃗�＋�⃗�|＝3 

中心 −�⃗� 

半径 3 

（3） |2�⃗�－4�⃗�|＝1 

両辺を 2 で割って、|�⃗� − 2�⃗�| =
1

2
 

従って、中心 2�⃗�、半径
1

2
  

A(�⃗�) 

P（�⃗�） 



＜練習 48＞次の円の方程式を求めよ。 

（1） 中心 A（3、－2）、半径 4 

円上の任意の点を P（�⃗�）とおくと、この円のベクトル方程式は、 

|𝑝 − �⃗�|＝4  

ここで、P（ｘ、ｙ）とおくと、 

�⃗� − �⃗� = (𝑥, 𝑦) − (3,−2) = (𝑥 − 3, 𝑦 + 2) 

より、 

|�⃗� − �⃗�|2 = (𝑥 − 3)2 + (𝑦 + 2)2 = 42 

 

 

（2）中心 A（－2、1）で点 B（1、3）を通る 

半径は、𝐴𝐵 = |�⃗⃗� − �⃗�| = √(1 − (−2))2 + (3 − 1)2 = √9 + 4 = √13 

従って、 

�⃗� − �⃗� = (𝑥, 𝑦) − (−2,1) = (𝑥 + 2, 𝑦 − 1) 

より、求める円の方程式は 

(𝑥 + 2)2 + (𝑦 − 1)2 = 13 

 

 

演習 10  2 点 A(�⃗�)、B( �⃗⃗�)を結ぶ線分 AB を直径とする円のベクトル方程式を求めよ。 

 

円上の任意の点を P（�⃗�）とする。 

1）点 P≠A、P≠B のとき 

 

𝐴𝑃⃗⃗⃗⃗⃗⃗ ⊥ 𝐵𝑃⃗⃗⃗⃗⃗⃗ より、 

𝐴𝑃⃗⃗⃗⃗⃗⃗ ∙ 𝐵𝑃⃗⃗⃗⃗ ⃗⃗ = 0 

従って、 

(�⃗� − �⃗�) ⋅ (�⃗� − �⃗⃗�) = 0 

 

2）点 P が点 A または点 B に一致するとき 

点 P が、点 A と一致する場合は、𝐴𝑃⃗⃗⃗⃗⃗⃗ = 0⃗⃗ 

点 P が、点 B と一致する場合は、𝐵𝑃⃗⃗⃗⃗⃗⃗ = 0⃗⃗ 

いずれも、𝐴𝑃⃗⃗⃗⃗⃗⃗ ∙ 𝐵𝑃⃗⃗⃗⃗ ⃗⃗ = 0 

従って、 

(�⃗� − �⃗�) ⋅ (�⃗� − �⃗⃗�) = 0 

 

A(�⃗�) B(�⃗�) 

P（�⃗�） 


